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・この度は、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。

・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当社製品以外の部品に不具合が発生しても当社製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。

◎当製品は、上記適応車種の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。

ＪＯＧ バーハンドルキット　取扱説明書

バーハンドルキットについて
◎ウインカーの取り付けに、フロントカバーの穴あけ加工が必要になります。
◎当製品を使用してバーハンドル化するには下記の当社製品、ホンダ純正部品を別途購入して組み付けて下さい。

　当社製品
　●ハンドルバー・・・ステアリングハンドルパイプ・セミアップタイプ
　　（クロムメッキ　：０６―０１―２１０）
　　（ゴールドメッキ：０６―０１―２１１）
　　（ステンレス　　：０６―０１―２１２）

　●ヘッドライト・・・ベーツタイプ４．５インチヘッドライト（０９―０３―０７５２）
　●ウインカー・・・エアロウインカー
　　（アンバー：０９―０３―１９６）
　　（クリア　：０９―０３―１９７）
　●スピードメーター（以下の中から選択して下さい。）
　　ミディアムＬＣＤスピードメーター　（０９―０１―００４１）
　　ラージＬＣＤスピード＆タコメーター（０９―０１―００４２）
　　スピードメーター（ＥＬタイプ：０９―０１―００５）

　　スピードメーター（ブラック＆グリーン：０９―０１―００３）
　　スピードメーター（ホワイト＆ブラック：０９―０１―００２）
　※ノーマルのメーターＡＳＳＹ．を取り外す為、フューエルメーターが無くなります。
　　必要であれば、当社製オプション（別売）のフューエルメーターキット（０９―０１―２０１０）をご使用下さい。
　※上記推奨品以外のハンドル、ヘッドライト等の使用は自己責任で行って下さい。（取り付け出来ない場合が有ります。）

 ・一般公道では、法的速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
　　（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。
　　（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。
　　（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。
　　（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）

 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。
　　（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）

注意 下記内容を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

商品番号：０６―０２―０３０

適応車種：ヤマハＪＯＧ―ＥＸ／―Ｚ

　　　　　　　　スーパーＪＯＧ―Ｚ／ＺＲ
　　　　　　　　（３ＹＫ全車種）
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～商　品　内　容～

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめ御了承下さい。
◎クレームについては、商品の材料および加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は
　交換させて戴きます。但し、正しい取り付け、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の
　費用は対象となりません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。
　　（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。
　　（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）

　警告 下記内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

① ②

③ ④

⑤
⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

番号 商品内容 数量
１ ハンドルポスト１ １
２ ハンドルポスト２ＣＯＭＰ． １
３ ハンドルアッパーホルダー ２
４ ハンドルロワーホルダー ２
５ カラー ２
６ ヘッドライトステー １
７ スピードメーターステー １
８ ソケットキャップスクリュー　６ｘ５０ ２
９ ソケットキャップスクリュー　６ｘ６０ ２
１０ ソケットキャップスクリュー　１０ｘ３５ １
１１ ボタンヘッドスクリュー　６ｘ２５ ２
１２ ボタンヘッドスクリュー　８ｘ２５ ２
１３ フランジＵナット　６ｍｍ ２
１４ プレーンワッシャ　６ｍｍ ２
１５ メーターマウントカラー ２
１６ メータークッションラバー ２
１７ プレーンワッシャ（黒） ４
１８ サブハーネス １
１９ リレーコード １
２０ ウインカーサブハーネス ２
２１ インジケーターランプ（赤） １
２２ ハーネスカバー １
２３ タイラップ ２
 Ｌレンチ　４ｍｍ １
 Ｌレンチ　５ｍｍ １
 Ｌレンチ　８ｍｍ １

TOOL

⑱

⑲

⑳

○23
○22

21○
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～取　り　付　け　要　領～

６．ハンドルポスト１をボタンヘッドスクリュー８×２５を使用して取
　　り付け、指定トルクで締め付けます。
　　トルク：２２Ｎ・ｍ（２．２ｋｇｆ・ｍ）

１．キット内容を確認します。

２．作業に適した工具を用意します。

３．センタースタンドを使用して車体を確実に支えます。

４．ヤマハ純正サービスマニュアルを参照して以下の部品を取り外します。
　　・フロントカバー

　　・ハンドルアッパーカバー
　　・左右スイッチ、ハンドルグリップ等
　　・ステアリングハンドル

５．ハンドルポスト２ＣＯＭＰ. をソケットキャップスクリュー１０×
　　３５を使用して取り付け、指定トルクで締め付けます。
　　トルク：３５Ｎ・ｍ（３．５ｋｇｆ・ｍ）

１０．ヘッドライトステーをボタンヘッドスクリュー６×２５、フランジ
　　　Ｕナット６ｍｍを使用して取り付け、指定トルクで締め付けます。
　　　トルク：１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

７．ハンドルパイプ（別売）を仮付けして、ハンドル取り付け角度、ス
　　ロットルハウジング、ウインカースイッチの取り付け位置を決定し
　　ます。
　※スロットルハウジング、ウインカースイッチのクランプ部には位置
　　決め用の突起が有ります。取り付ける場合は、その突起を削り取る

　　か、ハンドルパイプに穴を開けて下さい。
　※取り付け位置の決定は慎重に行って下さい。

８．ステアリングハンドルパイプをハンドルホルダーにセットし、ハン
　　ドルポストに取り付けます。この時ハンドルアッパーホルダーフロ
　　ント側のザグリ部にキット内のカラーを入れ、スピードメータース
　　テーを同時に取り付けます（図参照）。ハンドルの角度を調整してソ

　　ケットキャップスクリューを指定トルクで締め付けます。
　　トルク：１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）
　※ハンドルホルダーは前後の隙間が同じになる様に締め付けて下さい。

９．ＳＴＤのハンドルパイプから取り外したスイッチ、ハンドルグリップ
　　等を取り付けます。スロットルケーブル、ブレーキホース及びブレー
　　キケーブル等はハンドルポスト前部を通して取り回して下さい。

ソケットキャップスクリュー
　　　　　　　　　６×５０

プレーンワッシャ６ｍｍ

ソケットキャップスクリュー
　　　　　　　　　６×６０

スピードメーターステー

前

カラー

～スピードメーターの取り付け～
このキットは当社製スピードメーターを使用する事を前提としております。

取り付けはラバーマウントになっております。ラバーマウント部の組み立て、メーター本体の固定に関しましては図を参考にして下さい。

ワッシャ

メーター本体

ナット（メーター付属）

メーターステー

メータークッションラバー

メーターマウントカラー
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このキットは当社製エアロウインカーをノーマルのフロントカバーに取
り付けて使用する事を前提としております。その為、フロントカバーに
配線を通す加工が必要になります。

～ヘッドライトの取り付け～

～ウインカーの取り付け～

このキットは当社製ベーツタイプ４．５インチヘッドライトを使用する
事を前提としております。

１．キット付属のヘッドライトステーにヘッドライトを取り付け、ライ
　　トの位置決めをしてボルト及びナットを締め付けます。
　　トルク：２５～３０Ｎ・ｍ（２．５～３．０ｋｇｆ・ｍ）

１．ウインカーの取り付け位置、配線を通す箇所を確認し、フロントカ
　　バーの一部を棒ヤスリ等で削るか、φ５程度の穴を開けます。
　　（写真は取り付け例です。）

～ハーネスの取り付け～

キット内のリレーコードを使用して、ＳＴＤのウインカーリレーをフロ
ントカバー内に移動させて取り付けます。

○サブハーネス
メインハーネスとサブハーネスをヘッドライトケース内で接続します。
サブハーネスのもう一方（赤い４Ｐカプラ側）は他のケーブル類と同じ
ように車体のフロントカバー内側に取り回します。

○インジケーターランプ（オイル警告灯）
１．スピードメーターステーの取り付け穴にキット内のインジケーター
　　ランプ（赤）を差し込み、裏側より付属のスプリングワッシャ及び

　　ナットで固定します。

２．インジケーターランプのコードをヘッドライトケース内に取り回し、
　　サブハーネスに接続します。

○ウインカーリレーの移動

３．右側、左側に使用するウインカーのギボシをそれぞれ接続します。
　※エアロウインカー側には極性は有りません。

○ヘッドライト
このキットは当社製ベーツタイプヘッドライトを使用する事を前提とし
ております。

１．ベーツタイプヘッドライトに付属しているソケットを取り外し、　　
　　ノーマルのソケットに交換します。

　※’９５年１１月以降のＪＯＧ－ＺＲに使用する場合、ノーマルの
　　ソケットは取り付け出来ません。下記のヤマハ純正部品が別途必要
　　です。また、バルブはベーツタイプヘッドライトに付属の物を使用
　　して下さい。
　　ホルダ、ソケット（３ＫＪ－８４３１２－００）

２．ソケットをノーマルのハーネスに接続します。

○ウインカー
このキットは当社製エアロウインカーを使用する事を前提としております。

１．ウインカーサブハーネスをノーマルのハーネスの左右ウインカー用
　　２Ｐカプラにヘッドライトケース内で接続します。この時、右側、
　　左側の配線を確認しておいて下さい。

２．ウインカーサブハーネスのもう一方（ギボシ側）を他のケーブル類
　　と同じように車体のフロントカバー内側に取り回します。

全ての部品を組み付けた後、風通しの良い場所でエンジンを始動し､各部
が正常に作動するかを確認します。
正常に作動しない場合は､バルブ切れやコードの接続不良等が考えられま
すので再度確認をして下さい。

○スピードメーター
このキットは当社製スピードメーターを使用する事を前提としております。
スピードメーターの電源はサブハーネスから出ているコードに接続します。
＋電源配線を茶に
アース配線を黒に
それぞれ接続して下さい。

接続はエレクトロタップを使用するか、端子（ギボシ）を自作して下さい。

○フューエルメーター
このキットは当社製フューエルメーターキットを使用する事を前提とし
ております。

フューエルメーターの４Ｐカプラ（赤）をサブハーネスの４Ｐカプラ
（赤）に接続します。

○ハーネスカバー
キット内のハーネスカバーはハーネスのカプラ接続部の保護に使用しま
す。
ハーネスカバーにハサミ等で切れ目を入れ、カプラ接続部を包むように取
り付け、タイラップで固定します。
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〒５８４－００６９
　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号
TEL ０７２１－２５－１３５７
FAX ０７２１－２４－５０５９
URL　http://www.takegawa.co.jp

左側ウインカー 右側ウインカー

フューエルメーター

リレー

４Ｐカプラ（赤）

スピードメーター（＋電源）※

スピードメーター（アース）※

インジケーターランプ（赤）

黒 赤

茶 灰黒

車両ワイヤーハーネス

２Ｐカプラ（茶） ２Ｐカプラ（緑）

ウインカーサブハーネス リレーコード サブハーネス
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Liquid Crystal Display meter

ラージLCDスピード＆タコメーターα
取扱説明書
商品番号09-01-0057

数量部品名番号

ラージLCDS＆T メーターα

電源用配線

エレクトロタップ

タイラップ

メーターマウントステー

クッションラバー

メーターマウントカラー

ワッシャーＡ　5×18×1.0

1

1

2

2

1

2

2

4

1

2

3

4

5

6

7

8

数量部品名番号

ワッシャーＢ　6×16×1.6

６角フランジナット

パルス入力配線Ａ

パルス入力配線Ｂ

熱収縮チューブ

メスギボシ

スリーブー：メス

取扱説明書
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2

1

1

1

2

2

1
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〇エンジン回転数表示機能について
・LCDタコメーターはハイテンションコードまたはイグニッションコイルのどちらかより点火パルスを読み取りエンジン回
　転数を表示する電気式タコメーターです。
・２サイクルおよび４サイクルエンジンの各気筒数に対応。（各車両に合わせての設定変更が可能です。）
・HONDA エイプ等、バッテリーレス車両での作動可能(LCD全種)。
・当社インナーローター（商品番号　05-02-031・05-02-051）での作動可能(別途電源必要)。
・ポイント点火、エンジンの種類によっては正確に表示がされません。（一部排気ガス規制モデルなど）
・最高表示回転数は、30,000rpm。
　ただし、点火方式の特殊な車両およびCDIにより点火が制御されている車両は正確に数値を表示できない場合があります。

〇走行速度表示機能について
・LCDスピードメーターはSTDのメーター同様、メーターケーブルの回転速度をもとにスピードを表示する仕組みになって
　います。そのためスピードメーターケーブルの無い(電気式でホイールの回転数を測定している)車両では使用できません。
・運転者に注意を促す速度警告灯つきの車両に取り付ける場合、スピードメーター変換後はその機能が無くなりますのでご　
　注意ください。走行中は法定速度を守り安全走行してください。
・オドメーター機能(走行距離計)

スピードメーター
速度表示(km/h)

オドメーター
距離表示(km)

タコメーター
回転数表示(rpm)

例)左画面は
　　スピードメーター時速46km/h
　　タコメーター10500rpm
　　オドメーター325kmを表示しています。

商品内容

☆警告
この表示を無視した取り扱いをすると人が死亡、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。
・エンジンを回転させる場合は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで　
　下さい。（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。
 （事故につながる恐れがあります。）
・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。
 （作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
・ガソリンは、非常に引火しやすい為、一切の火気を避け燃えやすい物が回りに無い事を確認して下さい。
　又、気化したガソリンの滞留は、爆発等の危険性がある為、通気の良い場所で作業を行って下さい。

このたびは、TAKEGAWA商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますよう
お願いいたします。取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂
いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当社製品以外の部品に不具合が発生しても当社製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも
　一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。

☆注意
この表示を無視した取り扱いをすると人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的傷害の発生が想定される内容を
示しています。
・一般公道では、法的速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
 （法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
・作業を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）
・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。
 （ケガの原因となります。）
・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
（部品の脱落の原因となります。）

◎クレームについては、商品の材料および加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ヶ月以内を
　限度として、修理又は、交換させて戴きます。ただし交換工賃等の一切の費用は対象となりません。正しい取り付け、使
　用方法など守られていない場合は、この限りではありません。　　　　　
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。 ◎液晶の性質として、長時間、直射日光を受け続けると痛みが発生してしまいます。

なるべく液晶部分に夏場に長時間、直射日光が当たらないよう気を付けて下さい。万が一、黒くなってしまった場合は、

メーター本体を直射日光から避け、冷やしてください。しばらくすると正常に戻りますが、真夏などの強い直射日光下で

長時間放置した場合はシミのような後遺症が残るなどの支障が生じる可能性がありますので、特にお気を付けください。

◎本製品は完全防水ではありません。
湿度の高い状態に置きますと本体内に湿気が浸入し画面がくもってしまう可能性があります。

◎バッテリー、プラグ、配線の状態（取り回しや、接続状況）によってはメーター数値表示の
　乱れなど、不具合が生じる可能性があります。
バッテリー状態の悪い車両やバッテリーレス車両ではメーター電源電圧が安定しておりません。そのためエンジン始動時

などに、一瞬数値表示に乱れを生じることがありますが故障ではありません。またメーター電源電圧の変化が大きい車両

や点火系ノイズの激しい車両では、メーター内部の電気信号が乱れ、距離表示や回転数表示などに間違った情報を表示し

てしまう可能性があります。

●装着時は各部(特に配線、点火系、バッテリー)の点検をしっかりと行い、装着後も必ず定期
　的に点検をしてください。

ご注意ください

各部の名称
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④ タコメーターの設定変更 数値変更ボタン(文章中[B]ボタン)

設定切り替えボタン(文章中[A]ボタン)

本体裏面

画面に「ＰＩＳ～」という表示が出ます。
この時[B]のボタンを押す度に"ＰＩＳ"の右側の数表示が変わります。
上記で"ＣＹＣ-2"を選択した場合は1⇒2⇒3⇒4⇒１⇒2⇒・・・・とな
ります。
また "ＣＹＣ-4"を選択した場合は1⇒2⇒3⇒4⇒5⇒6⇒8⇒1・・・・と
なります。
ご自分のバイクに合わせ、選択してください。

[A]を押す

[A]を押す

[A]を押す

A

B

点滅点滅点滅

[B]で数値変更[B]で数値変更

点滅点滅点滅

エンジン種類(CYC)、気筒数(PIS)について

クランクシャフト1回転あたりの発火回数

2-C

4-C

1-P 2-P 3-P 4-P

1-P 2-P 3-P 4-P 5-P 6-P 8-P

0.5回 1回 1.5回 2回 2.5回 3回 4回

ここでの[エンジン種類、気筒数]はクランクシャフト1回転辺りの発火回数を表すための例えです。
ですから、実際のバイクのエンジン種類や気筒数とは異なる場合があります。

（2サイクルエンジンの例え）

（4サイクルエンジンの例え） Pは気筒数の例え

●ご自分のバイクの発火回数が分からない時
エンジン種類は[2-C]固定で、まず気筒数を[4-P]に設定し、エンジンを軽くふかして表示数値を確認してください。
気筒数4-Pでは大抵実際よりも少なく表示されますので様子を見ながら3-P → 2-P → 1-Pと数値を変えて行くと
表示数値が増え、丁度良い設定が見つかります。

モンキー系エンジン、エイプ系エンジン、その他4サイクル1気筒、4気筒のエンジンの多くがクランクシャフト1回
転あたり1発火ですので設定は[2-C 1-P]となります。
2サイクル1気筒のバイクの一部やインナーローター装着車では、クランクシャフト1回転あたり2回発火の場合があ
ります。

0.5回はクランクシャフト2回転に1回発火を表しています。

車両のメインキーをＯＮ（車輌によってはエンジンを始動）にし、メータ
ーの電源が入った状態（液晶表示がある）にしてください。

[Ａ]のボタンを一回押します。
画面に「ＣＹＣ～」という表示が出ます。
この時、[B]のボタンを押す度に"ＣＹＣ-2"⇔"ＣＹＣ-4"と交互に表示が変
わります。

ご自分のバイクに合わせ、どちらかを選択してください。
"ＣＹＣ"の選択が完了しましたらもう一度[A]ボタンを押してください。

すべての設定が完了し、[A]ボタンを押すと設定変更画面から標準画面に
戻ります。

[B]で数値変更[B]で数値変更

⑤ ケーブル形状を確認してください。

隙間

本製品はJIS規格に基いたケーブル差込部形状を採用しておりますが、
輸入車及び一部国産車ではケーブル加工が必要な場合があります。

●ケーブルアウターからのケーブルの飛び出し量を測って下さい(図A)。24mmを
超える場合はその部分をカットして下さい。図Bのように底づきし、上に押し上げ
た状態で使用されますと回転部が激しく磨耗してしまい、正確な速度を認識できな
くなってしまいます。

●当社でケーブル飛び出し量24mm以上を確認した車両(全モデルとは限りません)
ヤマハ・グランドアクシス・Bw's100用
ホンダ・NSR50/80

図B図A

24mm以下

メーター

STDメーターに接続されているスピードメーターケーブルを外し、
LCDスピードメーターに接続し直してください。

ケーブルがメーターケーブル接続部の奥まで差し込めた事を確認してから、ケーブル
ロックナットを締めてください。
走行中にケーブルの接続が外れないようプライヤーなどを使いしっかりと
取り付けてください。
取り付け後も緩みが無いか定期的に点検してください。

●

※ ケーブルロックナット

メーターケーブル接続部

⑥ スピードメーターケーブルの接続
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茶コード
(点火パルス入力用配線)

●メーター本体を付属のメーターステーを使いスピードメーターケー
ブルの長さに余裕のある位置に固定してください。
・ステー固定用の穴はＭ10サイズのネジが通るようになっています。
　ハンドルクランプなど見やすい場所に走行中外れたりしないようし
　っかりと固定してください。
　Ｍ6サイズのネジで固定する場合は付属の「ワッシャーＢ」を使用し
　固定してください。
・ラバーマウント部の組み立て、メーター本体の固定に関しては右下
　の図を参考にしてください。

ワッシャーＢ
Ｍ６サイズのネジで
固定する時は使用し
てください。 ラバーマウント部組み立て図

メーターマウントカラー

ナット

メーター本体

ワッシャーＡ

クッションラバー

メーターステー

4
2

m
m ラバー

45mm

作動用に12Ｖ電源への接続が必要です。
●赤色の配線を車輌の＋電源配線に接続、黒色の配線をアース配線に接続または直接ボディーアースしてくださ
い。メーター側配線にφ3.5オスギボシを取り付けておりますので、車両側に付属のメスギボシを取り付け接続
する事を推奨します。配線先の無い場合は付属のエレクトロタップを使用してください。

・バッテリー付き車輌はメインキーＯＮで常時電圧の掛かる配線への接続（※1）。
※１）バッテリー付き車輌でも弱ったバッテリーを使用しますとエンジンの回転数が上がった時に高電流が流れ
メーターが壊れてしまいますので、気をつけてください。

・バッテリーレス車輌はエンジン回転中に常時電圧の掛かる
　配線への接続。
　バッテリーレス車は他の電装類の合計W数を少なくしま
　すとその分車体電圧が上がってしまいます。
　故障の原因となりますので、ヘッドライトのOFFなどは
　絶対に行わないで下さい。

ＨＯＮＤＡ

ＹＡＭＡＨＡ

ＳＵＺＵＫＩ

ＫＡＷＡＳＡＫＩ

＋電源配線色

黒　　赤/黒

茶

橙

茶

アース配線色

緑

黒

黒/白

黒/黄

※2)車種によって（特に旧車）配線色の異なる場合
　　があります。

LCD側の配線をしっかりストッパーに当て[⇒]部分から
折り返してください。これでコードが仮止めされます。

次に接続端子がついている方を折り返してください。プライヤ
ーなどで完全にロックするまでしっかりと押さえてください。

エレクトロタップのご使用方法について
●本商品の電源用配線(赤コード、黒コード）は先端部分にギボシを取り付けております。エレクトロタップを使用し配線を
接続する場合はラジオペンチなどで切り落としてから行ってください。

接続完了

ストッパー 接続端子

LCDメーターのコード

車両ワイヤーハーネス

黒(ＧＮＤ)コード( － 接続用配線)

赤コード( ＋ 電源接続用配線)

ＨＯＮＤＡ

ＹＡＭＡＨＡ

ＳＵＺＵＫＩ

ＫＡＷＡＳＡＫＩ

黒/黄・青/黄・黄/青

橙・灰

白・黒/黄・白/青

緑・黒

※車種によって配線色の異なる場合があります。

取り外す方向

取り付ける方向

プラグキャップ

ハイテンションコード

イグニッションコイルイグニッションコイル

熱収縮チューブ

一次側配線色※

タンクにガソリンがあり、大変危険ですので、ライターなどの
火を使いチューブを収縮させることは絶対に止めてください。

危
険

－側

イグニッションコイル

C.D.I.へ

Ａ
Ｂ

プラグはタコメーター安定作動の為
抵抗入りのものを使用してください。

赤コード

黒コード

茶コード レジスタータイプ

ラージLCDスピード＆タコメーター
ネジサイズＭ5×18ｍｍ
取り付けピッチ45ｍｍ　

57mm

45mm

φ
6

4
m

m

18mm

φ
6

9
m

m

・付属のパルス入力配線Ｂを使いイグニッションコイルの一次側端子に接続して
　ください。
・各車種で配線色は異なります。右図を参考に配線を接続してください。
　このときアース側に接続してしまいますと作動しませんのでご注意ください。

・ハイテンションコードからプラグキャップを外します。　
・付属のパルス入力配線Ａをハイテンションコードに約5周(車両により巻き数の調整が必要
　になる場合があります)巻き付け、絶縁テープなどで仮止めしてください。
　熱収縮チューブを通しますのでテープの巻き過ぎで太くならないように注意してください。
・テープで配線を仮止めしている部分に熱収縮チューブを通し、ドライヤーなどで熱しチュ
　ーブを収縮させてください。
　チューブの収縮温度は90℃以上で、約50％の内径まで収縮します。
・最後にプラグキャップをしっかり取り付けてください。

タコメーター用配線Ａはさまざまな種類のバイクで使用していただけるよう、コードを長
め(約2ｍ)にしておりますので、各車両に合わせ必要な長さに切断し、使用してください。

●

タコメーター用配線Ａタコメーター用配線Ａ

タコメーター用配線Ｂタコメーター用配線Ｂ

LCDメーター専用に別電源を用意し使用
する場合(インナーローター車両への取り
付けなど)、GNDコードを車体側にも接
続してください。接続しない場合、作動
が不安定になる可能性があります。

タコ設定スイッチ

各メーカーの代表配線色（※2）

別途電源で使用時の注意

車
両
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス

車
両
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス

L
C

D

メ
ー
タ
ー
の
コ
ー
ド

③ パルス入力コードの接続① 本体の取り付け

② 電源の接続

③ パルス入力コードの接続

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

★A、B接続どちらでも作動しますが、チューンナップ車両、ノーマル車両、
両方でA接続を推奨します。
チューンナップ車両で高回転まで使用する場合は、必ずA接続にしてください。
配線がシンプルなB接続はノーマル車両専用です。

２種類の取り付け方法について
2種類の取り付け方法どちらでも表示されるエンジン回転数は基本的に変わりません。
数値表示が不安定になってしまった場合、ハイテンションコードに巻きつける方法の方がタコメーターの数値表示が安定
する場合が多いです。また、ハイテンションコードに配線を巻いて使用の場合、巻き回数を減らす、増やす、巻く位置を
変えるなどで数値表示で不安定だったのが直り、安定する場合がありますので試してみてください。

チューンナップ車両は

エイプは必ず

ノーマル車両は 又は

★エイプの場合はA接続で取り付けを行なってください。
電気式タコメーターは、点火に乱れがありますと正確に数値を測定できません。
高回転での点火をより正確するために当社製Ape用「ハイパーＣ.D.I」
商品番号07-02-19の取り付けを推奨いたします。

モンキー、ゴリラ

エイプ

ＬＣＤタコメーター、茶色の配線は点火パルス入力用の配線です。下記A、Bの２種類の方法どちらかでバイクに
接続してください。当社推奨はA接続で約５回巻きです。

推奨

ハイテンションコードに巻きつける方法(A)

イグニッションコイルに直接接続する方法(B)

直接接続(B接続)しますと車両の種類によっては、エンジン回転数に応じて速度計が連動してしまうことがあります。
点火の強い電気が電源コードの方に電波のように入ってしまうことが原因です。対策方法としては
●パルス入力をハイテンションコード巻き取り付けに変更する。
●アースコードの接続状態を確認してください。アース不良も原因の一つになります。
●配線の取り回しを変える。電源コード(赤、黒)とタコメーターコード(茶)を出来るだけ離してください。
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◎ヘッドライトキット（０９－０３－０７５）はモンキー、ゴリラ専用で、当社製ステアリングステム(０６－０７－００１、０６－０７－００５)
　装着車が対象となります。
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により、事故や損害が発生した場合、当社はその賠償の責を一切負いません。
◎この製品を取付け使用し、当社製品以外の部品に不具合が発生しても当社製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合は保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。

・この度はタケガワ製品をお買い上げ戴きましてありがとうございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

カスタムヘッドライトキット　取扱説明書

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品及び価格は予告無く変更されますので御了承下さい。
◎クレームについては、商品の材料及び加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換
　させて戴きます。但し、正しい取付、使用方法などを守られていない場合はこの限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象
　となりません。
◎この取扱説明書は本製品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。
◎補修部品に付きましては、不明な点がございましたらお電話にてお問い合わせ下さい。

～商　品　内　容～

　警告 下記内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

・水平な場所で車輌を安定させた状態で作業を行って下さい。
　(作業中に車輌が倒れてケガをする恐れがあります。)

・　ヘッドライトケースの配線を、ヘッドライトが入りやすい様にセッ
　 トし、ヘッドライトのＴＯＰマークを上にセットし取付けます。

(1)ヘッドライトの位置決めをしてボルトを部を締め付けます。

注意：規定トルクを必ず守って下さい。
　　　(ボルト、ナットの破損、脱落の原因になります。)　　
　　　Ｔ＝２．５～３．０ｋｇｆ－ｍ

～取　り　付　け　要　領～

〒５８４－0069
　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号
TEL ０７２１－２５－１３５７
FAX ０７２１－２４－５０５９
URL　http://www.takegawa.co.jp

　　ヘッドライトのパンスクリューを外し、ヘッドライトユニットを
　　外しヘッドライトケース後方の穴より配線類を入れ、 ヘッドライト
　　のリードコードをエレクトロタップで接続します。

 ※１２Ｖ車輌：ヘッドライトのアース黒コードとワイヤーハーネスの
　　　　　　　 緑コード、ヘッドライトのハイビーム青コードとワイ
　　　　　　　 ヤーハーネスの青コード、ヘッドライトのロービーム
　　　　　　　 白コードとワイヤーハーネスの白コードとをそれぞれ
　　　　　　　　接続します。

 ※　６Ｖ車輌：キットのヘッドライトバルブとヘッドライトソケット
　　　　　　　 をＳＴＤのヘッドライトバルブとヘッドライトソケッ
　　　　　　　 トに交換し、接続します。

　注意 下記内容を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

・規定トルクは必ずトルクレンチを使用して確実に作業を行って下さい。
　(ボルト、ナットの破損及び脱落の原因になります。)
・走行前は必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを点検し、緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　(部品脱落の原因になります)
・製品にエッジやカエリがある場合があります。作業の際は十分注意して下さい。
　(ケガの原因になります)

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦

(09-03-0751,09-03-0752)

商品番号
　０９－０３－０７５　　：４．５インチベーツタイプヘッドライトキット
　０９－０３－０７５１　：汎用４．５インチベーツタイプヘッドライト(本体配線穴径φ１３ｍｍ）
　０９－０３－０７５２　：汎用４．５インチベーツタイプヘッドライト(本体配線穴径φ３８ｍｍ）

番号 商品内容 数量

1 ヘッドライトＡＳＳＹ. 1

2 カラー 1

3 ヘッドライトボルト 1

4 ヘッドライトステー 1

5 エレクトロタップ 3

6 ソケットキャップスクリューM6×15 2

7 六角棒レンチ5mm 1
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・・このたびは、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願いいたします。
・・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

エアロウインカーキット 取扱説明書

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

◎取り扱い説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎当製品を取り付け使用し、当社製品以外の部品に不具合が発生しても当社製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎配線コネクターや、ソケット部に水分が入り込んだ場合、ショートする恐れがあります。雨天中の走行や洗浄時は、配線部に水が掛からないよう
　に注意して下さい。もし水分が入り込んだ場合は、レンズを取り外して内部の水分を取り除いて下さい。
◎商品は点滅用ですので、常時点燈には使用しないで下さい。
　（熱により変形する恐れがあります）

◎バルブの交換時は熱によりやけどする恐れがありますので、冷間時に交換を行って下さい。
◎商品を取り付ける際には変形やバルブ切れの原因になりますので、熱を発生する場所や激しく振動する場所への取り付けは避けて下さい。
◎商品の御手入れする際にはガソリンやシンナーを使用しないで下さい。変形等の恐れがあります。
◎商品の両面テープは強力ですので、塗装の弱い所やステッカー等の上に貼った場合、剥がす時に塗装等が一緒に剥がれる恐れがありますので、注
　意してください。
◎商品は熱の発生しない場所に貼り付けないで下さい。変形及び剥がれる恐れがあります。
◎ノーマルのウインカーバルブが１５Ｗ以上の車両に、本品を前後合計４個取り付けられますと、点滅しない、もしくは点滅回数が毎分６０回以下
　になる場合が有ります。その場合はリレー等の交換を行って下さい。

◎交換用バルブ　：　ウエッジ球　Ｔ１３　１２Ｖ　１０Ｗ

警告 この表示を無視した取り扱いをすると人が死亡したり、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。
　（事故につながる恐れがあります。）
・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。
　（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）

商品番号：０９－０３－１９６　アンバーレンズ＆シルバーボディー

０９－０３－１９７　クリアーレンズ＆シルバーボディー

下記内容を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害が想定される内容を示しています。注意
・作業を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。

　（火傷の原因となります。）
・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。
　（部品の破損、ケガの原因となります。）
・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。
　（ケガの原因となります。）
・走行前は、必ず各部を点検し、両面テープ、ネジ部等の緩みが無いかを確認して下さい。
　（部品の脱落の原因となります。）
・方向指示器はバルブの中心距離が、前方向用は２５０ミリメートル以上、後方向用は１５０ミリメートル以上の間隔で取り付けて下さい。

　（道路運送車両法の保安基準、第４１条第８項第８号）
・方向指示器の取り付け位置は、地上２．３メートル以下に取り付けて下さい。
　（道路運送車両法の保安基準、第４１条第８項第９号）
・０９－０３－１９７（クリアーレンズ）には必ず付属のアンバーバルブを使用して下さい。クリアーバルブを使用した場合、道路運送車両法の
　保安基準（第４１条第８項第５号）違反となります。
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No. Description QTY
1 ウインカーCOMP 2
2 両面テープ 2

～商品内容～

　

１．ノーマルのウインカーを取り外します。この時右側、左側の配線を確認しておいて下さい。

２．ウインカーを貼り付ける個所の汚れ等を落とし、ウインカーの取り付け位置を確認して下さい。

３．ウインカーをテープ等で仮止めし、配線を元と同じように接続します。この時、ウインカーが前後から見て隠れていな
　　いか、保安基準に適合しているか確認して下さい。
　　※配線の端子形状が異なる場合は、市販の圧着端子、エレクトロタップ等で繋いで下さい。

４．風通しのよい場所でエンジンを始動し、左右のウインカーが正常に作動するかを確認します。
　　正常に作動しない場合は、バルブ切れやコードの接続不良等が考えられますので再度確認をして下さい。

５．ウインカー配線を出す方向を決め、ウインカー裏側の配線溝をカッター等でカットします。
　　カウルに穴を開ける場合は溝のカットは必要ありませんが、カウルにφ５程度の穴開けが必要です。

６．配線溝に配線を通し、付属の両面テープの片側を剥がしウインカー裏側へ貼り付けます。

７．反対側の両面テープを剥がし、ウインカーを貼り付ける場所へ３０秒ほど強く押えながら貼り付けます。
　　注意：両面テープの貼り直しは出来ませんので注意して下さい。

８．再度風通しのよい場所でエンジンを始動し、左右のウインカーが正常に作動するかを確認します。
　　正常に作動しない場合は、バルブ切れやコードの接続不良等が考えられますので再度確認をして下さい。

～取り付け要領～

〒584-0069
　大阪府富田林市錦織東３丁目５番１６号
TEL ０７２１－２５－１３５７
FAX ０７２１－２４－５０５９
URL　http://www.takegawa.co.jp

①②

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめ御了承下さい。
◎クレームについては、商品の材料および加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ｹ月以内を
　限度として、修理又は、交換させて戴きます。但し、修理又は、交換等にかかる一切の費用は対象となりません。正しい
　取り付け、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。

◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。


